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　ＮＰＯ法人生活介護ネットワークの代表
をしております渡邉寛之といいます。生活
介護ネットワークは昨年活動をはじめて10
周年を迎えたんですが、それまでは前代表
西村美智代がその活動を支えておりまして、

今年の6月から私が代表になりました。代表
になってまだ3ヶ月ということで、まだ何も
わからないままやっているという感じなの
で、今日の難しいテーマにちゃんとお答えで
きるかどうかわからないんですがよろしくお
願いします。
　生活介護ネットワークについて説明したい
と思います。「高齢社会にあって、安心して
老後を迎えることができる充実した福祉制
度、および地域社会実現のために、年齢、性
別、職業をこえた幅広い層の人々がともに考
え、学び、そして行動する。」ということを
理念として、それに賛同する方々が集まって
92年に発会しました。会員制になっておりま
して、全国に約300 人ほどの会員がいらっ
しゃいます。生活介護ネットワークの活動と
か理念に賛同してくれる方々が会費を払って
くださっています。事業としてはデイサービ
スの「陽だまりの家」、グループホームの「う

や や

れし家」「たのし家」の運営を行なっていま
す。そのほかにバザーをやったり、フラメン
コショーなどのイベントをやったり、補助
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金、助成金を申請したり、寄付をいただいた
りなど、いろんな形で運営が成り立っていま
す。　
　92年に発会して、96年からミニデイサー
ビスを始めるまでは、いろんな介護の実態調
査を行ないました。埼玉県における「痴呆老
人の介護状況調査」や「大宮市の福祉サービ
ス実態調査」を行なって、県に要望書を提出
したことがきっかけとなって行政との関わり
が多くなってきました。自分たちの町に何が
必要なのか、特に地域のお年寄りがどんな暮
らしをして、どんな不安を持って生活してい
るのか、何が必要なのかということがこの実
態調査で浮き彫りになりました。調査のほか
に「ぼけても普通に生きられる」というシン
ポジウムを何度か行なっています。昨年は
パートⅤを行ないました。これらのシンポジ
ウムというのは全国に会員を広めるきっかけ
になったり、地域に必要な新たな支援やサー
ビスにどんなものがあるんだろうかという模
索だったり、現在の高齢者福祉に関するさま
ざまな制度を検証する場となっています。
　その後96年に「陽だまりの家」というデ
イサービスを始めたんですが、どうして始め
たのかといいますと、実態調査を行なったこ
とが大きな理由です。調査を行なう中で、介
護をする家族の方の精神的な負担だったり、
体力的な限界だったり、家族であるが故のス
トレスだったりというものを実感したんで
す。社会的な介護が必要だということを実感
し、駅から歩いて5分ほどの１軒屋でミニデ
イサービス・陽だまりの家を始めました。こ
のデイサービスをきっかけとして、後に99
年にグループホーム「うれし家」「たのし家」
をつくることになります。デイサービスを利
用しながらご家族やご本人のサポートをして
きたわけですけれども、どうしても痴呆のお

年寄りの進行状況やそれに伴う家族の方の限
界が問題になってきました。そこでご家族か
らの要望が出てきたこともありまして、グ
ループホームを2 つつくることになりまし
た。
　全く制度がない中でのグループホームでし
たので、運営を継続していく為に自己資金を
つくっていかなきゃなりません。幸い会員の
方から1軒屋の建物を無償で貸していただき
ましたので家賃が出ることがなかったのです
が、スタッフの給料を払ってその他の経費が
かかるということになりますと、それなりの
資金が必要になってきます。その資金集めと
してバザーを行なったり、チャリティーフラ
メンコショーを行なったり、前代表の西村が
いろんな講演に行ったりしてその講演料を資
金にして支えていたというのが現状です。な
かなかそういう中だと安定した運営をしてい
くことができず、個人の負担も大きくなって
きます。生活介護ネットワークでは現在は理
事と呼んでいますが、方針を考えていく世話
人の方たちの支えがあって運営していまし
た。世話人の人たちは、大学の先生や一般企
業の方など自分の仕事があって、そのうえに
ボランティア的な関わりをしてくれていまし
た。ちょうどその頃介護保険が始まる時期で
したので、ちゃんと安定した運営をしていく
為には、制度に乗った形で事業を進めていく
ことが必要なんじゃないかということで、
2000年に介護保険指定事業者となりました。
介護保険指定事業者になるために、それに合
わせる形でＮＰＯ法人の申請も行いまして、
ＮＰＯ法人も取得して現在に至っています。
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　ご紹介に預かりましたワーカーズコレク
ティブ「旬」の代表をしております、根本と
申します。ワーカーズコレクティブという働
き方は、まだあんまり一般的に市民権を得て
いないので、ご存じない方も多いかと思いま
す。簡単に説明させていただきます。一言で
言うと、自分たちで出資し自分たちで経営
し、そして自分たちで働くという今までにな
い新しい働き方です。もう少し具体的に詳し
く申し上げますと、まず同じ目的を持った
方々が集まって起業する、地域に根ざした事
業であるということがいえます。そして全員
が出資して経営を担い、主体的な労働をつく
り出しています。働くことを通して社会的自
立、経済的自立、精神的な自立を目指してい
ます。そして全てのことは組合員全員で話し
合いながら、合意を取りながら決定していま
す。また労働の報酬は正当な労働の対価とし
て受け取りますけれども、営利を目的としな

い非営利事業です。
　この働き方の原型となるのは、産業革命期
の1830年頃のフランスに誕生したのだそう
です。それがヨーロッパ諸国、アメリカに広
がって、あちらではかなり定着した働き方に
なっているそうです。日本では1982 年に
ワーカーズコレクティブの第 1 号「にんじ
ん」が神奈川県に誕生しました。これは欧米
のワーカーズコレクティブに注目した生活ク
ラブ生協が組合員に呼びかけて生まれたもの
です。神奈川の生活クラブには生協の品物を
扱う店舗があります。そこの業務委託、請負
からスタートいたしました。その後東京、千
葉、埼玉でも相次いでワーカーズコレクティ
ブが設立され、生活クラブだけでなく、他の
生協も設立を進めるようになって全国に広
がってきています。2001 年度末の調査によ
りますと、全国では約 600 の団体があり、
14000人ほどのメンバーが働き、事業高は90
億円にも上っています。職種は家事・介護
サービス、生協事業請負、弁当食事サービ
ス、保育・託児、編集企画、リサイクル、住
宅関連など、地域に暮らす為、豊かにする為
に必要な多種多様な業種が生まれています。
　埼玉では1987年に生協の業務委託を受け、
三芳町に「はな」というワーカーズが生まれ
ました。ここは200人規模の大きなワーカー
ズで事業高も2億円を超えています。私ども
のワーカーズコレクティブ「旬」は仕出し弁
当をつくるワーカーズです。1991年、生活ク
ラブの本部が新座から浦和市（現さいたま
市）の別所に移転するに当たって、組合員の
会議用の弁当をつくらないかという申し出が
ありまして、発足いたしました。発足時のメ
ンバーは11名、ほとんどが生協をやってい
たものでした。当時栄養士の資格を持つもの
も1人いたんですが、創設当時の苦労はやっ
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ぱり並大抵ではなかったようです。やはり家
庭で毎日食事を作っているとはいえ、お金を
いただくとなるそれは大変だったようです。
1993年に企業組合という法人格を取得しま
した。任意団体では社会的信用が得られない
し、例えばお金を借りたり車を買ったりする
とき、個人に負担がかかってしまうというこ
とで法人格の取得が必要だったからでした。
しかし企業組合という法人格がワーカーズコ
レクティブに決してぴったりというわけでは
ありません。全国のワーカーズのうち3割程
度は法人格を持っていますが、多くはこの企
業組合とＮＰＯ法人ということになっていま
す。どちらもワーカーズコレクティブには
ぴったりしないというところがありまして、
ぜひともワーカーズコレクティブ法の制定を
目指したいというのが今の私たちの願いで
す。
　私が「旬」のメンバーになったのもちょう
ど法人格を取る時期でした。私は子どもが生
まれたときに食の安全ということを考えて、
生活クラブに入りました。そして生協活動が
とっても面白かったので子供を保育しながら
活動を続けていました。せめて自分のお小遣
いぐらいは自分で稼ぎたいと思い、神奈川で
ワーカーズコレクティブという新しい働き方
が始まったことにとても興味をそそられてお
りました。ちょうどそんな時期に夫の仕事の
都合で埼玉を離れることになり、その思いは
中断されていたんですけれども、4 年後に
帰ってきたときに「旬」がさいたま市、浦和
市で唯一のワーカーズとして立ち上がってい
ることを知り、もう1も負もなく参加しまし
た。ちょうど同じ時期にＰＴＡの役員を引き
受けていまして、7年間ぐらいは旬で働くと
いうのが優先準員の1位ではなかったもので
すから、本当に自分勝手な働き方をしてきた

と思います。この働き方の1つの魅力は、自
分のライフサイクルに合わせた働き方です。
介護で何ヶ月も働くことのできない仲間もい
ますし、ＰＴＡ活動に行っているという仲間
もいます。そういう働き方が認められるとこ
ろだと思います。
　昨年度「旬」の事業高は2260万円です。今
15人の仲間が働いておりますので、ここか
ら材料費、諸経費を引きますと、ほんとうに
分配金というのは私ぐらいの年齢の男性の年
収と大して変わらない額になります。それを
15人で分配するわけですから本当に小遣い
程度、自分が食べる分だけという程度の収入
です。今は全員女性で、平均年齢は大体50歳
位、ここ数年は若い人の加入がないですから
平均年齢が毎年上がる一方です。1日平均85
食位のお弁当をつくっており、注文数に応じ
て15人がローテーションしております。主
な取引先は生活クラブやコープ関係、学校、
近くの事業所などです。このごろは近所の方
でも2個3個の注文をくださる方が増えてき
ています。運営は15人の仲間から2年に1回
理事を6名選出して、そこからまた代表理事・
専務理事が1名選出されます。必ず全員での
会議を1ヶ月に1回しています。些細なこと、
例えば配達用の自転車を買うかどうかという
ことまで全員で決めます。決定に時間がかか
るというデメリットがありますが、ワーカー
ズの良い特徴の1つではないかと思っており
ます。出資金は現在300万近くになっており
ますけれど、10 万円の出資をしてこの事業
を立ち上げました。今も新しく仲間になって
もらう人には10万円を、分割という場合も
あるのですが、出資してもらい、毎月3000円
ずつ増資しております。
　収入という面ではまだまだ物足りないけれ
どもそれが表立って出てこない。収入が少な
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いからやめようというメンバーがいないと
いうのは、食生活の大切さを伝えていきた
いという思いがみんなの中にあることが大
きいと思っています。この事業を若い人た
ちにつなげていくためには、せめて自分1人
だけは食べていくくらいの収入を得られる
ような実績をつくっていかなきゃならない
し、社会保障の点でも整備していかなくて
はならないと思っています。理念の追求、経
済性の追及というのはとかく矛盾する、正
反対の方向に行くことが多くて、そこをど
ういうふうにバランスを取って進めていけ
ばいいのかということが大きな課題であり、
また面白いところかなと思って毎日仕事を
しております。

　こんにちは岡元と申します。私たちは日
本労働者協同組合と申します。労働者協同
組合というのは1人1人が主体的に働いて、

運営も経営もする、もちろん協同組合ですか
ら出資もします。私自身が労協に関わったの
は生協の物流現場の委託の仕事です。生協と
いう組合員組織の現場ですから潰れることの
ないと思っていたのですが、厳しい不況の中
で物流センターが整理統合されるということ
になってしまいました。その当時組合員は
60名だったのですが、その人たちとこのま
ま路頭に迷いたくないということから、自分
たちで地域で新しい仕事をおこしたい、責任
を持って仕事をすれば仕事を失うことはない
というところから始まりました。仕事おこし
地域の人たちに支えていただいて、お豆腐作
りから始めました。現実に仕事を起こそうと
いうときにお金はかかりますし、やっても本
当に成功するかどうかもわからないというこ
とで、話し合いを深めました。でも自分たち
で前を向いて動き出そうということでここま
できました。素材もこだわって無添加のもの
をつくろうということで、話し合いをしなが
ら、赤字になったら誰が責任を持つのかとい
うところまでいろんな論議をしましたが、自
分たちでがんばればという思いで進みました
私たちは地域の大豆ということでやっていま
す。長野県に行って種大豆を分けていただい
て、自分たちで荒れた畑を借りて大豆栽培を
して、そして地域の人にこの種で大豆を栽培
して欲しいとお願いしました。今現在もその
大豆を農家の方につくっていただいていま
す。
　自分たちで新しい仕事をつくり出したとい
うことで、1人ではできないけれどもみんな
でつくればこういうものがつくりだせるのだ
と実感しました。そして次の目標として、地
域の人のために高齢者の配食を目標にしたお
弁当屋さんをやろうということになり、豆腐
工房を立ち上げてから2年後に「愛彩」とい
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うお弁当屋を始めました。こうして地域の野
菜を取り入れた高齢者のためのお弁当作りが
はじまりました。
　そして高齢者と関わるようになって安否確
認はできるけど、その次に関わっていけない
かと考えました。センター事業団ではこれか
らの高齢化社会に向かって地域での担い手を
育てていくためにヘルパー養成講座を行って
いました。その後新しいヘルパーステーショ
ンを立ち上げるという方向性がありましたの
で、私たちも5年前からヘルパー養成講座を
行うようになりました。行政に掛け合って、
地域の担い手を育てるのに行政の力を貸して
欲しいんだとお願いしました。まず広報に載
せていただくことと、場所を貸してもらうこ
とと、そして障害者の制度や福祉制度をぜひ
行政に担当してほしいというお願いをしてヘ
ルパー講座がはじまりました。すごい反響が
あって、今は年間計画で講座を取り組んでい
て、600名ほどの修了生を出しています。資
格を活かそうよということで、受講生に対し
て1人1人が主体的になれるワーカーズコー
プ方式でヘルパーステーションを立ち上げま
しょうと呼びかけました。そして30名の受
講生のうち20名で出発しました。そのとき
はまだ措置制度でしたので、地域に本当に
困った人がいるということで、困ったことが
あったら私たちのところへというチラシをま
いてがんばってきました。最初はなかなか仕
事が来なかったんですけど、介護保険制度が
私たちの福祉事業の大きな展開を決めたと思
います。
　そんな中で在宅の利用者さんを何とか外に
連れ出したいという思いで、ミニデイサービ
ス「だんらん」をはじめました。家の中だけ
の訪問介護とは違い、高齢者同士が交流でき
たという喜びを見たときに、高齢者が自分た

ちで歩いて来れる拠点をつくって本当によ
かったと思いました。受け入れができないと
いう利用者さんも1人1人丁寧に対応してい
こう、どんな仕事も断らないというのを基本
に取り組みました。ヘルパーさんたちも自分
たちもこんなに役立ったということで、次も
がんばろうという気持ちになって大きく向
かっております。最初60名だった現場も今
現在は120名ぐらいの人たちが働けるくらい
の広がりができてきました。少子化の子供た
ちが私たちを支えることになったとき、自分
たちがいつまでも元気でいられるような拠点
ということで「地域福祉事業所」は全国に大
きく広がっています。全国では現在、日本労
働者協同組合連合会加盟を合わせますと、
150ヶ所の地域福祉事業所が立ち上がってい
ます。
　それらはヘルパー講座を受けた人たちが自
ら福祉の担い手となる事業所を、ということ
で取り組んでいます。今深谷が拠点になって
いますが、熊谷でも次の拠点をつくろうと呼
びかけまして場所探しをした結果、以前焼き
鳥屋さんだったところが見つかり訪問介護ス
テーションが立ち上がりました。そしてデイ
サービスも今年の6 月に立ち上がっていま
す。
　協同労働の協同組合（＝労働者協同組合）
では1人1人が主体的になって、1人では何
もできませんが、たくさんの人たちの力が集
まればこういう1つの事業所が展開していく
んだというのが私たちの実感です。自分が年
をとってもここに来ればみんなと会えるとい
う場をつくっていきたいという思いでがん
ばっています。これからまたいろんな形で大
きく広がることをみんなで考えながら、１つ
１つ話し合いをしながら進めていき、これか
らこういう場がますますできていくようにが
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んばっていきたいと思います。年齢的には28
歳から74歳の方が活動をしております。こ
れは誰にもできるんだなと思っています。こ
こにいらしている方たちもいろんな形で自分
たちの働く場を広げていっていただけたらと
思います。今この不況で厳しいときに自分た
ち自身で雇用をつくりだすということが、1
人1人が参加すればできるんだなという思い
でこれからもがんばります。

　増田でございます。生活協同組合さいたま
高齢協の副理事長もさせていただいておりま
す。生活協同組合埼玉高齢協は3年前に生協
法人で認可をもらって、全国には約30近い
高齢協があります。高齢者のパワーを何とか
全国的にも活かしていこうじゃないかという
ことで連合会もできています。現在組合員数
は約1000名で県内全域を7つの地域に分けて
活動しております。介護保険が始まるときに

高齢者も活用してやろうじゃないかというこ
とで、厚生省は福祉を事業にする生協があっ
てもよろしいんじゃないか、と生協法人で認
可をするということになったようです。
　生涯現役、いつまでも元気でがんばってい
こうということと、花の年金生活を楽しむ為
にはやっぱり月10万位はほしいよなという
のがそこに参加した人の思いでした。私自身
はまだもうちょっと若かったものですから、
へーそうかいなと思って聞いておりました。
そこへ私の夫が定年退職して年金生活に入り
まして、本人は年金生活を悠々自適と楽しん
でおりますが、家計の方はやっぱり10万く
らい足りないわという状況です。ですから私
たちが高齢協を立ち上げた中で、やっぱり仕
事も必要だということ、それから高齢になっ
て生き生き豊かに元気に生きるという支え合
いが必要だということで、こういう形の高齢
協というのは間違いでなかったかなと思って
おります。
　何をしているかといいますと、福祉の人材
養成ということで2級を中心にヘルパー講座
を各地で開催しました。高齢協ということで
結構年配の方が応募してこられまして、1回
の講座で1割から多いときは2割位、60前後
の男性が混じっています。これは高齢協主催
の講座の特徴ではないかと思います。
　私は、所沢のヘルパーステーション、所沢
地域福祉事業所「まぁち」というのを同じヘ
ルパー講座を終えた仲間と立ち上げをしまし
た。20 数名の養成講座の受講生が呼びかけ
に応じてくれました。地域に根ざしてという
ことを考え、介護保険が始まったその年の７
月からはじめました。それから高齢に近い私
たちが近い将来利用者になる可能性があると
いうことで、自分が受けたいサービスを何よ
りやっていこう、地域に安心をつくっとこう
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という気持ちで私自身は始めました。3年目
になりまして、ケアマネージャーのいないヘ
ルパーステーションなのですが、10 数人の
ケアマネージャーとお付き合いしています。
最初立ち上げるときに講座の先生方のお力を
お借りして、事務所もただ同然でお借りし
て、約70万の資金で始められたというのも、
地域の支援を受け、ネットワークをそれだけ
みんなが持っていたということだと思いま
す。
　現在はヘルパーの数が60 数人おります。
平均年齢が55を過ぎておりまして、最高年
齢のヘルパーが70歳です。うち男性は数名
おります。より利用者の年齢に近い、気持ち
のわかるヘルパーがそろっております、とい
うのが売りでございます。60 名のヘルパー
がどの位仕事をしているのかといいますと、
月収200万ちょっとです。1人当たりは、こ
れじゃあ食っていけないという話で、1番多
い人で8万から10万、少ない人はあまり働
きたくない人というのもいますから3万位と
いうことです。年金生活プラス月10万の働
き方もあるんじゃなかろうか、という中でこ
の辺をどう考えたらいいのか。
　もう１つ地域に還元するという生活協同組
合・非営利組織ですから、ヘルパーステー
ションで資金を生み出してミニデイサービス
を行っています。これは自立支援のサービス
として介護保険の利用者以外、組合員への
サービスとしてはじめました。週に2回で、
大勢入っても6人しか受け入れられないとこ
ろですから、だいたい1回に4、5人の方が
来ています。92歳の方が1年近くずっと通い
詰めて皆勤賞です。僕はここに来て明日が見
えてきた、来年何をしようとかいう希望が見
えてきたとおっしゃったことが、私のエネル
ギーになっています。私自身は生協運動を長

くやってきて、それから夫の親の介護という
ことで、両方とももうやりたくないと思って
いましたが、今のところ面白くてはまってい
ようと思っています。

　連合埼玉の鈴木です。先ほど暉峻先生のご
講演の中で「今労働組合が危ない」と正に
おっしゃるとおりでありまして、私どもの運
動を紹介しながら私どもがどういう認識があ
り、あるいはどういうことをやろうとしてい
るのか 5 点に整理してお話していきたいと
思っています。
　まず1つは、「塀の中の懲りない面々」と
いう本を阿部さんが書きましたけれど、それ
を文字って日本労働組合というのは「塀の中
の労働運動」とずっと言われてまして、世の
中の出来事に積極的に関わってこなかったん
じゃないかということです。特にバブル崩壊
のよく失われた10年といわれる期間に。今
は正に正規の労働者が3人に1人しかいない
んですね。あとはすべてパートタイム労働
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者、あるいは派遣労働者、契約社員です。と
ころが日本労働組合というのは正社員中心に
戦後からずっと構成してきました。したがっ
て新しい雇用形態が出てきたときになんらの
メッセージを発信することができなくて、組
織率が非常に低下しました。現に100人未満
の企業で働いてる人の労働組合の加入者率は
1.3％しかいないのです。昨年の12月の統計
で、雇用労働者は約5300万人おりますけれ
ども、そのうちの組織率は20.2％ですから5
人に1人が組合員です。連合は平成元年に4
つの労働団体が1つになって新しい時代に対
応しようとできたんですが、当時は800万人
いました。しかしそれまで100万人が減少し
ました。その多くがビックユニオンといわれ
ます大企業の労働者、あるいは中小企業、工
場生産というところで、非常に危機を感じて
おります。　
　労働組合が今こそしっかりしないと日本で
働く労働者のみならず、民主主義さえ危ない
んじゃないかという思いに立って、新しい運
動を立ち上げようと進めているところであり
ます。連合本部の中に労働組合と全く関係な
い外部の評価委員会を設けて、日本労働運動
がどう見えるかということを約１年半かけた
結果、この間、中間報告がまとまりました。
委員の方々は、ゴミの廃棄物事件を担当され
ました人権弁護士の中坊先生、それからさい
たま市に住んでいらっしゃる東京大学の神野
先生、ライターの吉永みち子さん、アムネス
ティ・インターナショナルのイーデス・ハン
ソンさんという様々なジャンルの6名です。
様々な切り口から労働組合について問題提起
をしていただきまして、そしてこのことをや
らないと日本の労働組合はますます市民権が
無くなるよという提言を受けました。　
　私どもとしましては、今の時代についてど

うもまだ日本神話の崩壊ということを頭の中
ではわかっているようで理解してないんじゃ
ないかなと思います。銀行は潰れないという
神話、賃金は毎年上がるという神話、物価も
毎年上がるという神話、日本の経済は毎年成
長するという神話、全部このことは終わっ
ちゃったのに、私どもは依然として変わらな
い運動のスタンスでやっていたんじゃない
か。ここで物の価値観の尺度を変えようと、
常識が今では非常識ということをみんなで語
りながら、これから労働組合は創業時代だ、
新しくつくる時代だという観点で取り組みを
進めているところであります。
　私ども連合埼玉というのは中央の連合の地
方組織であります。埼玉県内で働いている民
間、それから官公庁で働いている公務員の約
18万5000名の人たちが私たちの運動に参加
しています。私たちが今認識しているこれか
らの労働運動の基本的な考え方というのは、
市民・生活者としての組合員と勤労者をサ
ポートする労働組合ということです。そして
それは、公助、共助、自助をベースとした共
生の地域社会ということです。労働組合に
とっての地域社会ということで整理すると、
職場で働いているときは組合員たちは職業生
活をし、しかし自分の住んでいる地域社会に
戻ったときには市民にもなるし、あるいは生
活者になるということで、3つの顔、生活分
野を持ちながら暮らしている。しかし時代が
大きく変貌している中で、企業の個別労使の
関係というよりむしろ地域社会の中で問題を
解決しなければならないということが実はた
くさん増えてきているわけです。ものすごい
スピードで高齢社会に突入しているわけです
が、介護の問題というと地域社会の問題、子
育て支援問題をとっても地域社会問題です。
地域社会のありようで私たち、働くものの暮
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らしの豊かさが実感できるという社会になっ
てきたと思います。そういうことで今までの
ような企業に依存した生活保障システムじゃ
なくて、地域社会、社会的な生活保障システ
ムを今後つくっていくことが大事なんじゃな
いかと感じています。
　定年まで働ける人はまだいいのですが、実
際終身雇用というのも崩壊してしまっていま
す。こういう社会の中で今までのように職場
を離れたら組合と縁もゆかりもないという関
係じゃなくて、地域社会に戻ればもっとどこ
の組合でもいいじゃないかと。死ぬまで私た
ちの仲間として地域社会を中心にそこで運動
に参加できるような、そういう運動を何とか
できないかということがこれからの目指そう
とする考え方です。そこで私たちの目指す運
動として「ネットワークＳＡＩＴＡＭＡ21」
というのがあります。この運動には2つの大
きな柱があります。1つはふれあいコミュニ
ティ・ファンドです。これは私たち18万5000
名の仲間がおりますから、このスケールを最
大に活用して組合員の皆さんからの様々な募
金、カンパをツールにして、それを地域の社
会創造にがんばっている様々な団体に一定金
額を寄付していこうというものです。市民社
会ファンドとか今あちこちでファンド構想が
出てきました。私どもとしても金融機関では
ない別の金融機関ということで、ふれあいコ
ミュニティ・ファンドを立ち上げて、多くの
団体、ＮＰＯや、あるいは近い将来自治体に
も参加してもらう方法を追及していきたいと
思っております。それから様々なボランティ
ア活動やＮＰＯを立ち上げる活動を先ほどの
ＮＰＯセンターの方たちと連携して、研修会
や学習会を行うことも考えています。やっぱ
り今一番足らないのは人材だろうと思います
ので、そういう人材をこういう運動を通じて

1人でも多く組合員からでもいいし、組合員
以外の方も地域社会の為に参加してもらって
育てていき、地域を豊かにする活動につなげ
ていきたいと思っています。
　私どもとしては新しい働き方という概念は
もう1つあります。それは今回のシンポジウ
ムの主催者である労働者協同組合やワーカー
ズコレクティブ、あるいは生協、ＮＰＯを中
心とした、自分たちで資金を出して自分たち
で働く集団をつくっていくという新しい働き
方で、これももう一方で今後柱になることは
間違いありません。しかしもう１つ雇用労働
者5300万人に新しい働き方も追求していか
なければなりません。もう賃金が上がらない
時代、むしろ男性の賃金が下がる時代で、全
部お金お金という時代はとっくにもう終わっ
ている。年収が下がっても、例えば300万で
も、あるいは400万あれば十分に豊な生活が
できるよという価値観が暉峻先生の「豊かさ
の条件」にたくさん書いてあります。そうい
う価値観の創造を働く側がどうやって持つん
だろうか。企業にいた人はグローバルスタン
ダードというのがあたかも世界共通みたいに
いっていますが、これはアメリカの学者だっ
てこんな言葉はないといっているわけですか
ら正にアメリカンスタンダードなんですね。
私たち働くものとしては、非市場主義、いわ
ゆるＥＵ型の働く者の労働の尊厳が大事にさ
れる、そういう働き方として、企業に対する
新しい労使関係、あるいは本当の意味での産
業民主主義というものをつくっていくことが
非常に今後大事になってくるんではないかと
思っています。
　そういう意味で私たちは地方連合会ですの
で、今日話し合っている共通のキーワード
は、地域社会であるということが１つです。
そして2つ目は自発的だということが今日の
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皆さんとの共通のキーワードです。そして3
つ目は共生、共に生きる。そして4 つ目は
ネットワーク。5つ目が自己実現、自立。こ
の5つかなということが先ほどお話を聞いて
いて思いました。私たち連合埼玉もネット
ワークＳＡＩＴＡＭＡ21の運動を通じて今
日大きなテーマになっているこの新しい働き
方に参加していくことができるのかなと思い
ます。

　

　うちでは「うれし家」「たのし家」という
2つのグループホームがあります。それぞれ
9人、合計18人の痴呆高齢者の方が生活され
ています。これまであった大規模な特別養護
老人ホーム・施設のようにスケジュールが決
められていて、施設のやり方に利用者・高齢
者の方が合わせていくんじゃなくて、1人1
人の生活に介護する側が合わせていくという
形の支援をしています。デイサービスは、こ
れまであった50人といった大規模な形のも
のではなくて、うちでは利用定員が6人です
ので、毎日平均 2 人から 4 人位の少人数で
行っています。利用者の方がご自宅から送迎
で通っていて、時間がきたらまたご自宅に
帰っていくわけです。少人数ですのでその日
決まったことをするというのではなくて、利
用者の方とスタッフの寄り合い的な感じで食
事をしたり、おしゃべりしたり、時には外泊
したりしています。
　グループホームで働いている職員は、常
勤、パートさん合わせて約20人位です。デ
イサービスは常勤・パート職員合わせて5人
でやっています。毎年度の事業方針を決める
ときは、まず現場のスタッフ同士で本部長や
そこの責任者が中心となって、どういう支援
をしていこうということや予算も含めて話し
合います。そこで決まった方針や予算を今度
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は月に1回行われている理事会に上げます。
理事というのはもともと生活介護ネットワー
クをつくった人たちで、高齢者になっても自
分らしく住み慣れた地域で生活していく為の
社会をつくっていきたいという思いで集まっ
た人たちが、自分の仕事があってそれ以外に
支えてくれている人たちです。現在は現場の
本部長や責任者、利用者のご家族、県の職
員、他には自治会長、会社経営者というよう
な方たちが15人ほど理事として協力してく
ださっています。私は代表をやっています
が、代表が全ての決定権があるのではもちろ
んなく、理事会の中で十分に話し合った結果
で事業方針を決めていくというやり方をして
います。業務の改善をしていきたいというこ
とも現場で話し合ってもらって、その現場か
ら出てきた意見を最終的に理事会で決めてい
くという形を取っています。

　今15人いるメンバー全員が同じ責任と主
体性を持って経営にも労働にも参加する、そ
れが私たちの働き方ですので、なんでもみん
なで話し合って決めます。一応2年ごとに15
人のメンバーの中から6人の理事というもの
が選ばれ、経営の中心になるんですけれど
も、大切なことは全員で話し合っておりま
す。
　将来的に私どもは2号店をつくりたいとい
う夢があります。またお弁当をつくるという
のはかなりハードなものですから、新しく起
業をしたいとも考えています。こないだ65
歳の方が体を痛めてしまい、残念ながら退職
されたんです。みんなが歳をとっていくとい
うのは目に見えているわけですから、少し体
的には楽なことを考えています。そのための
資金づくりのために毎月の増資をしておりま

す。

　私たちの日本労働者協同組合で働く人たち
は1人出資が1口原則5万円ということです。
1口は5万円ですけど、本来は給料の2か月
分を出資しようということになっています。
例えば自分たちが新しい仕事、豆腐工房を立
ち上げるとき、お金がすごいかかりました。
そのときに働いている人たちには、新しい仕
事をおこすために増資という形で1万円以上
お願いしました。地域の方たちにお願いすれ
ば協力してくれる方もいるはずだということ
で、私たちはこういう思いで豆腐作りをした
いので出資をしてくれないかとお願いしまし
た。そうすると10万円とか出資してくださ
る方もいました。その当時豆腐作りをするの
に800万という事業計画の予算を立てたんで
す。200万は自分たちで出資や増資をして、
残りの600万は足りませんでしたので、労協
センター事業団の本部になんとか貸して欲し
いと事業計画と共にお願いしました。その
600 万の借りたお金は10年返済という形で
返していくという流れをとってやってきまし
た。
　私たちは銀行からお金は借りないというの
があるので、新しい事業を立ち上げる為に、
またみんなで毎月5000円ずつ増資しようと
いうことにしています。収入が入ってきても
100％使い切るというやり方はしません。福
祉事業の場合は22％を新しい事業を起こす
為の資金の積み立てや勉強会のためのお金に
回しています。新たな事業を起こすときに
は、事業計画の中で自分たちでもこれだけは
集めようと話し合っています。そういう時は
出資をするのに1人1万円以上ということに
していますが、それ以上5万円とか10万円
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とかする人もいます。デイサービスを始める
ときは全部で1800万かかったんです。その
ときには500万円の増資が集まりました。そ
して今は介護保険という制度の下で事業が広
がっていきましたので、全体の事業高が1月
1600万円くらいになっています。今8名くら
いのスタッフが働いています。
　私たちのヘルパー講座は土日にやっている
ので他に仕事をしている方も多く受講してい
ます。そういう人たちが資格を取ったときに
は、1週間に1回はお休みがあるでしょ、せっ
かく資格を取ったのに忘れちゃうから休みの
日にヘルパーとして活動してくださいと登録
してもらっています。登録してもらう人にも
組合員として出資をしてもらって、そこで参
加する人は必ず1週間に1回であっても組合
員だという働き方をしてもらうことを呼びか
けています。協同組合というのは自分たちが
主体的になれるということを訴えています。
企業だと上から命令された働き方ですが、自
分たちがどういう仕事をしたいかというとこ
ろにみんなが参加できるのです。そういうこ
とで120 人というたくさんの人の広がりに
なっていったんじゃないかと思います。

　出資金を出して自分たちでつくっていくと
いうのは、わりと女の人のほうが発想しやす
いと思います。高齢協で私が悩んだのは、高
齢協という名前に惹かれて定年過ぎたどこそ
この部長さんみたいな管理職のおじさんが、
ここに来れば何か仕事にありつけるのじゃな
いかと参加された方が結構いらっしゃったこ
とです。仕事をつくるということは、金を出
して手を出して口も出す、というところがな
いとだめなんだよということがなかなかわ
かっていただけなくて、ここが一番苦労しま

した。協同組合的な働き方で「まぁち」を起
こすときは、ここで働く人は1人3万円の出
資金をしようということで、おおむねしてい
ただきました。女の人はけちだから3万円を
出すとこれに愛着がわくんですね。これが5
万だったらもっと愛着がわく。10 万だった
ら生涯愛して手放さなくなるほど愛着がわい
て大きくしようという気持ちになるのです。
　男は何100万ないと事業ができないという
先入観があるものです。これからこういう働
き方をする中で、みんな手も足もお金も少し
ずつ出し合っていく発想が大切なのかなと思
います。したがって報酬を決めるときにもみ
んなで決める。人件費率、経費が75％、本部
の経費を持たなくちゃなりません、これが8
％、そして残りわずかなんですが次期の事業
のために積み立てます。今年ヘルパーの時給
を大判振る舞いして100円アップしたら結構
大変で、ちょっと困っちゃったなと。みんな
賛成するに決まってますよね。もう少し経費
率を70％位におさえて次の展開にするため
に積み立てていきたいなと思っております。

　

　自分はこの生活介護ネットワークに入る前
は、他県の社会福祉法人が運営している特別
養護老人ホームで働いていました。地元に古
くから20年以上もある老人ホームで、歴史
のある有名な施設でした。しかし全てトップ



29

協同の發見 2003.10No.135

　ワーカーズコレクティブのメンバーは、ほ
とんどが50代前後の女性です。私たちの夫
というのは企業戦士で、新しい教育を受けて
きたけれども男は仕事で家庭は女性にという
考えがすりこまれている世代です。両方担い
たいという人がいても競争社会の中で企業戦
士にならざるを得ない。そういう人と生活し
ていくには、女性は家庭に入って家庭を守ら
ねばならぬということでやってきたと思うん
です。けれども男子女子一緒の教育を受けて
きましたから、一旦家庭に入ってしまうと家
事労働だけじゃ物足りない。私が生活クラブ
の活動に加わった直接的な動機はそういうこ
とでした。
　そうしていくうちに自分で自分の食い扶持
位稼ぎたいと思うようになってきました。男
性と同じように稼ぐことを最優先する働き方
ではなくて、違う働き方がしたい。これは甘
えなのかもしれませんが、一応最低限の生活
が保障されている。だから自分は夫の分まで
少しは社会貢献ができ地域づくりに役立つよ
うな、働くことに何か意義が見出せるような
仕事がしたいと思いました。多分多くのワー
カーズコレクティブのワーカーはそんなとこ

ダウンというか、施設長がいて施設長が決め
ることに下の人が従っていってく、それにあ
うように働くスタッフがいいスタッフだとい
う中で働いていました。そんな中で働いてい
たので、やっぱり自分の考えや意思というも
のをきちんと話せて、事業に反映されていく
職場で働けるということに今はやりがいを感
じています。

　

　うちで働いているスタッフは、未婚の若手
の世代や結婚してるけどまだ子供がいない世
代、世帯主が働いていて子育ての手が離れつ
つある世代、あとは定年退職後の世代がいま

す。結構若いスタッフが多くて、僕も結婚し
ていますがまだ子供はいません。妻も同じよ
うな福祉関係の仕事で常勤として働いてい
て、今は2人の収入があるのでそれなりの生
活がおくれているんですが、ここでもし子供
が生まれたときにどうなるのかなという不安
はものすごくあります。確実に僕1人の収入
だけじゃ生活、子育てしていくのは当然厳し

いので、その中で共働きというのが条件に
なってくると思うのです。きちんと自分が
家族を支えていけるだけの収入が欲しいけ
れどもなかなかそういう状況にはない。そ
うなってくると妻がなんとかきちんと働い
ていける状況を職場でもつくっていって欲
しいと思うし、自分の職場にも結婚してい
る若い女性がいるので、子育て・出産があっ
ても継続して働いていけるような職場をつ
くっていく必要があるのかなと感じていま
す。
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ろから仕事を始めているんじゃないかと思い
ます。だけど夫がそろそろ定年のことを考え
出す今の時代になりましたら、リストラが明
日はわが身です。それから年金の不安もあり
ます。今までは夫の生活にある程度依存して
きたものが、そうはいっていられなくなった
というのが現状です。ですから最低限の食べ
ていく生活は、今度は私が何とかしてあげよ
う位の甲斐性を持ってやっていけるようにな
りたいなと思っております。
　地域にこんな仕事があったらいいなとか、
こんなサービスがほしいなというのは、やっ
ぱり地域で暮らしている女性の方がずっとア
ンテナが敏感だと思うのです。自分たちが動
けなくなるまでにはもっともっといろんな
ワーカーズ、ワーカーズコープができて、安
心して歳がとれるような社会になっていくべ
きだと思いますし、そのためにがんばってい
きたいと思っています。

　私が働くときの条件は、家事の手抜きをし
ないということでしたが、だんだんと深みに
はまっていきました。夫がどうなっているん
だというので、自分の手が使えるうちは使っ
たほうがいいといいました。だんだんと夫も
理解したというか、「もうしょうがない」と
いう感じです。私たちの世代の夫というの
は、妻が自分の家庭を守ってというのをよく
言っていました。でもそうじゃなくて、夫が
定年退職になったときに私がいつまでも元気
でいられるわけじゃないので、夫には自分で
もできるようにしていてくださいということ
は言えるようになりました。核家族ですから
子供に頼るわけにはいけません。
　私たちが今やっていること、地域に拠点を
つくったということは、そこに行けば自分も

安心できるというような場所になってきてい
るんだと思います。少しでも元気なうちは1
週間に 1 回でも関わっていきたいと思いま
す。またそれに関われるというのは自分も元
気でいられると思います。

　渡邉さんと同じ世代の息子が2人おりまし
て、長男は結婚して、今は2人とも働いてお
ります。その母親世代である私たちはやっぱ
り孫育て支援というか、つまり若い世代にも
自分1人で家族をしょわないほうがいいよと
いうことを言いたいと思います。仕事の形態
も、女も男も結婚して双方五分五分といいま
すか、子育ても含めて家事もですね。いい意
味で協同しあっていくという形でないと、こ
れから仕事もできないんじゃないかというこ
とを息子たちにエールを送りたいなと思って
います。私自身は孫育てに協力しようとは今
のところ思ってはおりませんが、社会整備は
する必要があると思います。と同時に男性が
生活的にも自立して、十分協同生活に耐えう
るような、そういう子供たちを育てていく必
要があるわけですし、そのための支援はした
いなと思います。
　介護保険の制度の中、まぁちで仕事をして
おりますが、この仕事を経験してよかった点
は、私たちみたいな比較的高齢になった、あ
るいは女性でも仕事として関われること、仕
事おこしとしてできるようになったことで
す。でももしかして若い人たちの仕事を奪っ
ているんじゃないかという、その裏腹の関係
での気持ちで仕事をしていることも事実で
す。これは制度の最大の問題点だなと思いま
す。われわれでも参入することができた、そ
のことが安手の労働力として若い世代を含め
て可能性を奪っちゃってるんじゃないかとい



31

協同の發見 2003.10No.135

うことを考えながら仕事をする面がありま
す。いい点と悪い点です。私たちは若い人の
特に女性の、子育てしながら働く部分を応援
していきたいなと思っております。

　今はちょうど日本の転換期、エポックだと
思います。これからどういう新しい産業構造
に移るのかということが大きく問われていま
す。日本が持っているものづくりに対する
様々な技能や技術が崩壊寸前にある。やはり
このこと、ものをつくるということを前提に
考えていかないと、サービスだけでは経済、
社会は回っていかないわけです。そこで福祉
分野や、あるいは様々な連帯支援、環境、そ
ういう生活関連に最も深い新しい産業分野を
非常に大事にしていかなければならないん
じゃないかと思います。その視点に立つと、
企業も、言葉は悪いのですが安かろう、悪か
ろうというような経営はもうもたないだろ
う、あるいはそういう企業そのものが実は存
在してはならない。つまり人を大事にしない
企業、地域社会に何らかの形で貢献していな
い企業は、これからの日本の地域社会の中で
存立する基盤が弱くなってくるという新しい
価値もつくっていかなければいけないと思っ
ています。それは企業セクターと行政セク
ター、それからＮＰＯやワーカーズコープの
ような非営利セクターの中に、様々な市民が
どう混ざりあって地域社会をつくっていくか
ということが問われているのです。
　その1つが高齢社会だろうと思います。埼
玉県からは約90万人が東京に通勤していま
す。団塊の世代というのはあと4年か6年位
で定年を迎えます。その人たちが 65 にも
なって毎日毎日電車に乗って通勤するという
のはありえません。埼玉は平均年齢が若いん

ですけれども全国で一番高齢化率が高く、こ
のままではさらに高くなります。そこで私た
ちの役割としては、地域社会に関心のないお
父さんたちが地域社会に帰れるような講座を
つくっていくことが大切になってきます。今
年初めて行って多くの参加者があり、大変好
評でした。そんな様な形で、ワーカーズコー
プのような新しい働き方として、自分が選択
をして元気なうちはいつでも働けるというよ
うな環境を、連携して対応できるような状況
が見えてきたかなと思います。
　もう1つは不条理がたくさんあります。現
場で何が起きているかというと、まさに不払
い残業という問題があります。ただで残業し
ないと職場が持たない環境です。連合の調査
でも大体2人に1人はサービス残業をやって
います。ひどいのは1ヶ月に100 時間以上、
200 時間近くもやっていたりするんですね。
あんまり悪質なのは労働局、基準監督署と提
携してだいぶ撤去はしたんですけれども、
やっぱり30代40代の若い世代の過労死の問
題、人間扱いされていないメンタルヘルスの
問題があります。こういった不条理な格差に
対して、私たち労働組合は大きな役割を担っ
ているのかなと考えています。
　スウェーデンの場合はワークフェア、就業
福祉という言葉で人間の労働を回復してやろ
うという試みをやっています。私たち連合
も、労働を中心とした福祉型社会という大き
なビジョンの基本的考えを持っていますか
ら、塀の中に閉じこもっているのではいけま
せん。全て現場に一番大事な情報があるかと
思いますが、あまりにも現場のことを知らな
すぎる。
　そういう中で、先ほどのネットワーク運動
を通じて地域の組合員が参加して、他の団体
と連携し参加ができるような方法をつくるた
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めに、今日のシンポジウムを1つの大きな成
果として考えていきたいなと思います。
　最後ですが、少し運転資金の問題がでまし
たけれども、私どもの中に労働金庫という福
祉事業団体があります。労働金庫というのは
企業にお金を貸せないんです。労働者、それ
から福利厚生に使うお金は貸せます。ＮＰＯ
やワーカーズコープにも貸すことができま
す。いろんな融資制度の面でも本格的に連携
することが大事なのかなということを感じま
した。

　介護の現場からいいますと、1つは地域の
安心をつくるという意味では、非営利の組織
ががんばって、地域の介護力の半数以上を占
めるというような状況になれたらいいなと思
います。それは生協であれ、ＮＰＯであれ、
福祉法人はそうであるところとないというと
ころがあって難しいんですが、やっぱり協同
組合的な非営利の組織ががんばっていくとい
うのが大切だと思います。お金の点でいえ
ば、行政が実際はお金を出さなくなっている
という意味で、自立支援の活動に対してお金
を出すような働きかけをしていきたいです。

　皆さんの資料の中に埼玉のワーカーズの仲
間になりませんかというチラシが入っている
かと思います。埼玉の22のワーカーズが連
合会をつくっておりまして、今年で5年目に
なります。もしワーカーズの働き方に興味が
ありましたら連合会にぜひお電話ください。



33

協同の發見 2003.10No.135

少ないのですが、神奈川の連合会のように大
きなところになりますと、経営に対するアド
バイスのほかにも資金的な面、あるいは独自
の共済制度までつくっていて、しっかりとし
た中間支援組織になっています。私たち埼玉
のワーカーズとしても、もっともっと広がっ
て連合会が充実して支援ができる組織になっ
たらいいなと思っております。

　雇用の問題を考えますと、労働が社会を支
えているというのは間違いないですし、今働
くって何？ということが問われているのでは
ないかと思います。景気低迷の中で、中高年
の方々の就職が1年以上決まらないというよ
うな問題もあります。1日も早く新しい仕事
が見つかるような支援をしなきゃいけないと
いうことの一方で、若い人の就職問題もあり
ます。この8月末に厚生労働省がまとめた厚
生労働白書によると、209万人がフリーター
です。それ以外に学校を卒業してから1回も
就業したことがない若者が増えています。本
当の失業者はものすごい数だといわれていま
す。統計だけでも15歳から24歳まででだい
たい失業率は15.4％位です。数にしたら50
万人以上いるのではないか。若い人がこのま
まフリーターで定職を持たずにいたらいった

いどうなるのか。これは本当にみんなで考え
ていかなければならない問題だと思っていま
す。若い人たち、もちろん中高年に対して
も、キャリアカウンセラーのような、個人を
支援する制度を社会的に準備していかないと
間に合わないと思います。地域社会のネット
ワーク型の運動で知り合ったみなさんと、一
緒にできる運動を今後一生懸命やっていきた
いと思っています。

　暉峻先生の本の中にある豊な暮らしとはな
んだろうかと考えて、つまりお金がいったい
いくら必要なのか。みんな幻にお金をかけて
いるんじゃないかと、自分自身の生活も含め
て思います。本当の意味で豊かに暮らしてい
く為に働くんだと、そういうお金の使い方を
今からでもしていきたいなと思います。私の
最大の課題は、定年退職した濡れ落ち葉の父
ちゃんをどう自立させるかという点です。50
歳になったら、あるいは 40 代の終わりに
なったら、夫も妻も、男も女もそれぞれが自
立していける生き方、まずは食事が基本で、
掃除など生活のいろんなことをできるように
なるのが必要なのかなと思っています。

　総合的にこういうところだったら自分たち
も関わっていきたいという思いを含めた地域
福祉事業所にしていきたいと思っています。
今訪問介護と居宅介護支援とデイサービスを
やっていますけれど、利用者さんが地域でそ
のまま過ごせていけたらいいなと思ってい
て、グループホーム、ショートステイと最終
的になっていければいいなと思っています。
地域の人たちと一緒になって、みんなが地域
を支えていけるような場づくりを目指して取

どういうふうにしてつくったらいいか、ワー
カーズはこういうものだという出前講座も
承っておりますので、ぜひご相談いただきた
いと思います。埼玉のワーカーズはまだまだ
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り組んでいきたいと思っています。

　今食業界は安いお弁当、あるいはレストラ
ン等に押されて大変苦境にさらされておりま
す。「旬」もここ数年売り上げが頭打ちで大
変です。食べるということは人間の基本で
す。食という字を分解すると、人を良くする
というふうに書きます。ですから本当に人が
人らしく生きる社会、人間らしい社会をつく
る為には、まず私は食べることを大切にする
ことではないかと思っております。ハードな
仕事であまり収入にはなりませんが、そうい
う思いでやっておりますので毎日が楽しくて
なりません。たくさんの仲間ができることを
願っております。どうもありがとうございま
した。

　介護の現場では昔、措置制度というのが
あって、その中ではちゃんとした支援ができ
ないという人たち、枠から漏れてしまう人た
ちがいました。それを支えるということで私
たちはデイサービスやグループホームをはじ
めました。そこに介護保険制度が追いつくよ
うな形でできました。しかし制度やシステム
ができると、当然またそこから漏れてくる人
たち、支援できない人たちが出てきてしま
う。そこを支援していくという部分では、新
しい仕事がまだまだこれから広がっていく可
能性が十分あると感じています。1人1人に
応じて支援していくということがまだまだで
きていないのが現状です。

　私は今日のシンポジウム主催の協同総合研
究所の副理事長を務めております。私も社会
運動に長くたずさわっているんですが、こん
なに女性の多い会というのはあんまりなく
て、今日は女性パワーがすごいなと感じまし
た。それからもう1つは、自分たちで仕事を
おこして地域で働くという、すごいことを皆
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さんやっているなと感銘いたしました。
　経済のグローバリゼーションでは世界的規
模で資本が動きます。資本というのはお金儲
けのために一番有利な方向に動きますから、
人を捨て、地域を捨て、国を捨て、自由にど
こでも動いていきます。そうしますと地域に
一番問題が集約されていく。特に資本が見捨
てたような地域では失業の問題が増えてきま
す。この問題はますます大きくなってきま
す。失業が増えると、労働組合の組織率が下
がり、力が弱まるということで、働くものの
立場はどんどん弱くなっていきます。そうし
ますと、自分たちで仕事をおこして地域で働
くということができたらものすごいことで
す。そのことをやり始めているということ
で、私はびっくりしております。これを誰で
もできるようにするにはどうしたらいいのか
ということで、研究会等のご提案がありまし
たが、これをどんどん進めていけば良いかと
思います。
　協同総合研究所では、仕事おこし、地域づ
くりを市民の力でということをモットーにし
ております。最近の大きな仕事は、協同労働
の協同組合法をつくることです。つまり自分
たちの力で仕事をおこして地域で働くという
ことを、法律的、制度的に保証するような仕
組みをつくっていきたいということで運動を
進めております。自分たちでの仕事おこしの
実態がないと、いくら法制度ができてもうま
く機能いたしませんので、今日ご報告のあっ
たような活動を地道に続けていく、発展させ
ていくということが重要になっていくのでは
ないかと思います。
　私の関係する限りで少し行政の動きを報告
させていただきます。1つは埼玉県のＮＰＯ
活動推進室が中心となった動きです。ＮＰＯ
や協同組合等の民間非営利組織の間での情報

活動を活発にしていきたいということで、情
報のシステム・ネットワークをどうつくるか
ということを検討する委員会が始まっており
ます。私も委員の1名ですが、来年あたりか
らその立ち上げが進むと思います。情報を共
有するということはコミュニケーションの基
ですし、埼玉県全域で働いている人たちの活
動がますます活発になってくると思います。
それからさいたま市の総合振興計画の検討委
員会では、教育市民部会の部会長を仰せつ
かっております。さいたま市総合振興基本構
想の第 1 の理念として強調されていること
は、協働ということです。これは行政と市民
の非営利組織が一緒になって何ができるかと
いうことで、まちづくりの一番の基本理念に
なっています。今後さいたま市だけではな
く、いろんな市町村でもこういう理念が第一
になっていくのではないでしょうか。つまり
民間の非営利組織が新しい公共的な仕事を
担っていく、担い手として期待されていると
いうことです。
　私の聖学院大学のある上尾市では、去年か
ら上尾市ＮＰＯ協働まちづくり推進委員会が
ありまして、私は委員長をしております。上
尾市でも行政とＮＰＯが協働で何ができる
か、まちづくりの担い手として力を発揮でき
るのか、そのためにはどうしたらいいのかと
いう検討を始めております。
　不況・失業の時代の動きに対抗して、新し
い時代を築いていく活動の担い手になるため
には、今日参加されている皆さんの組織をま
すます強くすることではないかと考えており
ます。今後ともお互いにいろいろ協力を取り
合っていきたいと思いますのでよろしくお願
いいたします。今日の参加者は156名、満席
ですね。素晴らしい会であったと思います。
本日はどうもありがとうございました。


